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あま市をより良いまちにしたいと様々な活動に取り
組んでいます。月に２回開いている「放課後子ども
教室」は、子どもの自由な時間を大切に、学校とは
異なる学びが楽しくできる場所です。事業者として
あま市商工会の「ミドルエイジ委員会」でも活動し
ています。ここでは、子どもも大人もつながれるイ
ベントの企画などに関わってきました。この他、
「Tree Ring+」という団体をつくり、大学生と使い
捨てカイロの回収・再利用に取り組むなど、私自身
も今までにはないつながりができました。

放課後子ども教室の研究委員会をつくってもらうた
め、議員さんに直に提案したり、制度の勉強をした
り、保護者アンケートを取ったりしました。意見が
通らず悩んだ日もあり、決して楽な活動だったとは
いえません。でも、達成感は大きく、嬉しいことも
たくさんあります。放課後子ども教室では、商工会
の仲間たちから子どもへ、いろいろな業種の仕事の
話をしてもらえました。今後、一緒に活動してくれ
る仲間を増やし、地域を盛り上げ、あま市に貢献し
たいです！

自分の子どもが小学校に入学した頃、「いろいろな
経験ができて、みんなが喜ぶ場所がもっとあったら
いいのに」と考えました。この思いが私の原点であ
り、まちに関わり続ける理由です。周りが楽しそう
な姿に私も嬉しくなります。良い思い出は地域への
親しみを生むもの。若い人たちが「将来はあま市に
住みたい」と思えるまちにしたいと思っています。

つながりを大切にした活動を

思い描いた活動をひとつずつ実現

子どもたちが将来も愛せるまちに

【プロフィール】市民活動団体「Tree Ring＋」を立ち上げ、
いくつもの地域活動に携わっている。経営者として住宅リ
フォーム業も営み、あま市商工会でも活躍。

男女共同参画と女性活躍のまちづくりをすすめています！

市民記者のヒトコト

宮崎さんはとても元気で、
地域に貢献する姿が

格好いいなと思いました。

撮影場所／あま市商工会
市民記者／美和高校　有馬結良、鎌田麻央、濱田紅花

今を大切に生きよう！！

宮崎さんの元気のワンポイント

あま市男女共同参画プラン

高校生と大人たち、あま市で暮らす市民記者が取材しました！
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「いろいろな 私でいい あなたでい
い みんなが笑顔で活きるまち」
を目標像に、「第２次あま市男女
共同参画プラン」を策定しました。
この計画に基づき、あま市では
様々な取組を実行しています。女
性も男性も性別に関わりなく、個
性と能力を発揮できる多様性に富
んだまちを実現しましょう！

啓発パンフレット

子どもから大人まで、ジェンダー
（社会的性差）とその関連問題など
について知識を得て、理解を深め
るためのパンフレットを発行して
います。「女性活躍情報誌」もその
ひとつです。自己実現と家庭生活
の良いバランスを見出し、地域で
素敵に生きるためのヒントを発信
しています。

「男性のための料理教室」「防災クッキング」など、性別役割分
担意識を解消して生活で役立てられる講座を開いています。

● 家事等実践講座

● 交流会など
講演会や映画上映会、セミナーなど、お互い顔の見えるつな
がりの場を提供しています。「女性活躍情報誌」で掲載された
方との交流会も。

啓発イベント

今年で６回目となる女性活躍情報誌の取材をして記事を書いたのは９人の市民記者のみなさん。
五条高校、美和高校に通う高校生とあま市在住の大人たちが参画してくださいました。市民の皆さん
が素敵だと感じた等身大の声で作られた情報誌です。

↑職員向け男女共同参画研修
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この情報誌へのご意見・ご感想を
ぜひお寄せください（上の二次元コードから）

↑家事等実践講座 ↑交流会での対話

↑取材前に勉強会を実施

↓取材後の振り返り

↓各チームの取材の様子
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